
（ 199 ）

熊本大学教育学部紀要
第71号, 199－204, 2022

1．はじめに

　2017 年に都市公園法が改正された．都市公園は全
国的に一定程度整備されてきたが，公園をどう活かす
かがより重要になってきている．施設の老朽化に伴い

「遊び場」としての魅力の低下が顕著となってきた公
園の活性化についても，自治体の整備費や維持費には
限界があるため，民間と連携などを含め新たな都市公
園の整備手法の創設など，さまざまな事例が展開され
てきている．
　子どもからみると都市公園は，禁止事項を多く設け
られていることや犯罪の危険があることなどから敬遠
されることもあるが，都市部を中心に，園外保育の主
要な訪問場所として，特に幼児にとってなくてはなら
ない場所となっている．新型コロナ感染症の拡大期に
おいては，「密」を避けて過ごせる場所として，幼児
のみならず大人にとっても精神衛生上必要不可欠な場
所として機能していた．
　幼稚園教育要領解説では，遊びを通した周囲の環境
との関わりが，心身の調和のとれた発達の基礎になる
としている．
　公園で遊ぶ意義は，「遊び場での遊びを通して自然
との関わり合いや天候や季節変化の実感といった多様

な直接体験を得ることができる」と都市公園における
遊具の安全確保に関する指針ではうたっている．荻
須 1）らによると幼児期からの公園等の利用により大
学生になってからの体力差，運動習慣，食生活習慣，
心身のバランス等に影響することが明らかとなってい
る．幼児期の遊びを通した多様な体験がその後の成長・
発達に繋がるとの視点から，本報告では，多様な遊び
ができる公園の空間構成について分析することを目的
として，身近な公園で幼児の遊びがどのような場所で
発生しているのか実態調査を行った．
　既往研究では，平塚ら 2）は「公園の空間構成，遊
具構成には多様性が求められるが，面積等の問題から
周辺公園の空間や遊具構成が類似しないといった個性
を備えることも必要である」と指摘している．仙田 3）

の「こどもの遊び環境」の著書では，「異なる機能を
持つ遊具がまとめて配置されている場合には，幼児が
自ら進んで遊具間を移動して遊ぶ」としており，その
他にも都市公園での遊びの構造に関して，多くの知見
が得られている．
　本報告では，上記の知見を踏まえつつ，熊本市内の
都市公園を調査対象として，コロナ禍の下での幼児が
遊ぶ場所や遊びの種類，その動作の調査を行った．多
様な遊びがどのような場所で発生しているかを調査
し，多様な遊びが体験できる公園の空間構成について
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分析，検討を実施した．
　多様な遊びとは，遊びの種類が複数であること，同
じ遊びの種類の中でも遊びの動作が複数あること，例
えば砂遊びであれば，砂を触る，砂を固める，山を作
るなどの状況，つまり，異なる遊びの動作が時間をあ
けることなく連続して発生する様子を指すものとす
る．

2．調査方法

　熊本市東区の 4 つの公園を選定し，2020 年 10 月～
11 月の間に幼児の遊びの様子を観察調査した．調査
を行う公園については，遊具数やその種類，樹木の本
数，面積等の空間構成に共通している部分，異なる部
分等があり，公園の空間構成について相互に比較考察
ができる公園を選定した．観察対象者が幼児であるか
どうかは，運動能力や会話等から目視で確認した．
2.1　調査対象の概要
　秋津東公園は，出入り口が南側，西側にある．東側
には神社が隣接しているため，神社の駐車場や連絡通
路からも出入りできるようになっている（表 1）．遊

具はシーソーと砂場と鉄棒，滑り台とブランコがそれ
ぞれ隣接して配置されている．ベンチは全部で 4 つ配

表 1　調査対象概要

秋津東公園 桜木公園 水玉公園
水前寺江津湖
公園（広木地
区）

広さ（㎡）3230 3205 4079 1265000
区分 街区公園 街区公園 街区公園 広域公園

立地 熊本市東区
桜木

熊本市東区
桜木

熊本市東区
秋津新町

熊本市東区広
木町

アクセス
「沼山津神
社前」バス
停すぐ

「桜木小学
校西」バス
停徒歩 5 分

「秋津新町」
バス停徒歩
5 分

「南町」バス
停徒歩 10 分

（無料駐車場
有）

開設時期 昭和 48 年 昭和 47 年 昭和 37 年 昭和 41 年

遊具

鉄棒 鉄棒 鉄棒

滑り台 滑り台
滑り台（ア
スレチック
遊具）

ブランコ ブランコ ブランコ
シーソー シーソー スプリング

砂場 あり あり あり なし

休憩施設 なし 屋根付きあ
り

屋根付きあ
り なし

木（本数）13 26 40 4

表 2　各公園の利用状況
秋津東 桜木 水玉 江津湖

幼児 7 12 41 25（うち園児 18）
子ども

（小学生以上 / 人） 0 3 7 2

大人 6 11 33 8（うち保育士 4）
遊びの発生数（個） 87 125 301 104

1 人当たりの
遊びの発生数 12.4 8.33 6.27 3.85

図 4　江津湖公園での遊びの出現

図 3　水玉公園での遊びの出現

図 2　桜木公園での遊びの出現

図 1　秋津東公園での遊びの出現
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置されており，休憩施設はない．トイレはブランコの
前，水道はブランコ横にそれぞれ 1 つある．
　桜木公園は，東西南北に 1 つずつ出入り口がある．
遊具は西側に配置されており，東側はグランドであり
その境界には落葉樹が植樹されているのが特徴であ
る．南西側には老人施設がある．遊具は鉄棒，シーソー，
ブランコ，滑り台がある．鉄棒とシーソーの間に砂場
がある．南側出入り口から入って左側には老人施設が
あるが，施設裏とフェンスまでの間に距離があるため，
その間を通ることができる．
　水玉公園は，出入り口は北側，南側を除く 6 か所に
ある．遊具はおおよそ中央に配置されており，遊具を
挟んで南側にグランド，北側に森（山含む）がある．
遊具は西側出入り口から入って左側にブランコがあ
る．その前にスプリング，アスレチック遊具があり，
アスレチック遊具の下方に砂場がある．ブランコは 2
連タイプのブランコである．スプリングは 2 つが斜め
に並んでいる．アスレチック遊具は滑走部分が 2 つあ
る滑り台とらせん状の階段，踊り場から上り下りが出
来る鎖が一体となっている．また，階段後方にボード
がある．樹木が他の調査対象と比較して落葉樹，常緑
樹ともに多いことが特徴的である．
　水前寺江津湖公園広木地区は，他の公園と異なり遊
具がない．多様な自然物を有する公園での幼児の遊び
を観察し，遊具のある公園と比較をすることを目的と
して観察対象とした．中央に通路があり，その両側に
グランドがある．また，通路と十字になるように水路
が通っており，水路には小さな魚や鯉が泳いでいる．
通路と水路が重なる部分には橋がある．観察範囲外の
右側には池があり，観察範囲内には池を囲っている柵
がある．ベンチ，トイレともに観察範囲にはない．

3．調査結果

　4 つの公園でのべ 3 時間の観察を行った結果は表 2
のとおりである．各公園での遊びの記録の一部を図 1
～ 4 に示す．同じ遊びの動作であっても別の幼児もし
くは同じ幼児が別日に行っていれば別の遊びとしてカ
ウントした．
　身近な公園で多様な遊びが行われているか分析する
ため，仙田 3）が行った分類方法を参考に観察結果を
分類した．
　遊びの多様性の解釈については，遊びの種類が複数
種類あることや遊びの動作が多数あることとした．
3.1　公園ごとの発生した遊びの内訳
　仙田（2009）は，遊びの大分類として「物的環境
内での遊び」「人的環境内での遊び」を設定，「物的環
境内での遊び」については「物遊び」「場遊び」，「人

的環境内での遊び」は，「ゲーム」「コミュ二ケーショ
ン」「身体動作遊び」とに分かれる．
　本研究では遊びの連続性について考察するため，仙
田の分類を基礎として，観察結果では発生しなかった
遊びを除外するとともに 4 つの公園すべてで発生した

「機能遊び」，「感覚遊び」，「休憩遊び」を追加したう
えで公園ごとに発生した遊びの違いをまとめた（図
5）．

図 5　遊びの分類

図 6　各公園で発生した遊び
中段：物理的環境内の遊びの内訳　
下段： 人的環境内での遊び　各段左から，秋津東，桜木，

水玉，江津湖公園
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3.2　大分類の内訳
　大分類の内訳は，どの公園も人的環境内での遊びが
60％を超えていた（図 6）．物理的環境内での遊びは，
どの公園も「冒険・探索遊び」が最も多く，江津湖公
園は特に多く発生している．また，水玉公園の生物遊
びが多い．発生した遊びの小分類の数にも公園によっ
て違いがみられた．
　人的環境内での遊びは，物理的環境内での遊びほど
違いは見られなかったが，桜木公園は固定遊具を用い
た乗物遊びが，水玉公園では「身体動作遊び」が多い
など，公園ごとに特徴があった．
3.3　連続した遊びの内訳と場所
　幼児の遊びには，「滑り台を滑る→下方から上る」
のように，異なる動作が時間をあけずに続けて発生す
る（このような状況を「遊びが連続している」と記す）
場合とそうでない場合がみられたが，遊びが連続して
いる場合の方が，幼児が遊具等の 1 つの場所に興味を
もって熱心に遊ぶ姿が見られた．
　どの公園も遊びの総発生数のうち連続した遊びはお
よそ 75％であった（図 7）．しかし，遊びが多く連続
した場所は公園によって異なっていた（表 3）．秋津
東公園では滑り台での遊びが多く連続しているが，他
の公園では砂場や山といった遊具以外の場所が多く連
続している．また，遊具のない江津湖公園では水路，
中央芝生，で連続した遊びが多くみられた．このこと
から，遊具のある公園で遊具と遊具以外（砂場，グラ
ンド，通路等）の場所での遊びの連続率を比較すると，
桜木公園では「遊具」での遊びの連続率が ％「遊
具以外」が ％と逆転するものの，遊具以外の場
所の方が連続率がやや高かった．
3.4　遊具における遊びの発生と遊びの動作
　遊具のある公園では，遊具の大きさや形といった規
格の違いによって発生する遊びの種類や動作に違いが
発生していると考えられる．秋津東，桜木，水玉の各
公園の滑り台で発生した遊びについて記す．
　滑り台の概要は表4に示す．滑り台の高さが高いと，
踊り場で叫んだり眺める遊びが発生していた．また，
踊り場の面積が広いと真下の空間で隠れるといったア
ジト遊びが発生していた．一方で，水玉公園は遊具の
高さが他の 2 つの公園よりも低く，踊り場の面積も狭
いが，アスレチック遊具の周りをまわりながら隠れる
遊びが発生していた．アスレチック遊具の形状が多く
の死角を作っているからだと考えられる．また，水玉
公園では他の公園では発生していない「感覚遊び」や

「体操技遊び」も発生しており，様々な遊具が複合さ
れたアスレチック遊具では多くの遊びが発生している
ことが確認できた．
　また，滑走部分の数でも違いが確認できた．それぞ

れの滑り台の滑走部分で発生した遊びは表 4 に示し
た．
　滑走部分が 2 つ横に並ぶ秋津東公園と水玉公園では
競いながら遊んでいた．桜木公園では姉や友人と連
なって滑る，頂上から滑ることと下方から上ることを

図 7　各公園の場所別連続した遊びの発生率

表 3　各公園の場所別連続した遊びの発生率

場所 連続した遊びの
発生率 N

秋津東 グランド 71.4 14
鉄棒 71.4 7
滑り台 86.7 15

桜木 滑り台 75 36
ブランコ 84.4 32
砂場 85.7 14

水玉 アスレチック遊具 85 40
ブランコ 83.3 24
築山 96.2 26

江津湖 橋 85.7 14
中央芝生 100 7
水路 / 東側 100 11

表 4　各公園の連続した遊びの発生率
秋津東 桜木 水玉

滑り台の高さ（㎝） 210 165 100
踊り場の大きさ（㎝） 118 × 58 60 × 91 97 × 50
階段の段数 10 7 6
階段 1 段の高さ（㎝） 21 23 20
滑走部分の長さ（㎝） 402 383 175
滑走部分の横幅（㎝） 43 44 50
滑走部分の数 2 1 2

発生した遊び

踊 り 場：
音楽遊び・
叫 ぶ・ お
しゃべり・
眺める

踊 り 場：
おしゃべ
り・ 眺 め
る・叫ぶ

踊 り 場：
おしゃべ
り・ 眺 め
る

滑 り 台：
滑 る・ 休
憩・

滑 り 台：
滑る

滑 り 台：
滑る
階 段： 体
操技遊び、
模倣遊び

滑り台周
辺： ゲ ー
ム 遊 び・
走 る・ ア
ジト遊び・
土遊び

滑り台周
辺：叫ぶ・
走 る・ 散
策・休憩

滑り台周
辺：走る・
アジト遊
び・ 休 憩
遊 び・ 土
遊 び・ 感
覚 遊 び・
機能遊び



203都市公園における幼児の遊びの実態

同時にしてぶつかるなどの遊びが発生していた．滑走
部分が 2 つあると幼児は競争心を誘発されていたが，
桜木公園で見られた連なって滑る，上下からぶつかる
などの遊びは確認できなかった．また，滑走部分での
遊びを 1 人で遊んでいる場合と比較すると，友人と遊
んでいる場合の方が遊びの動作が多く連続していた．
3.5　遊具の有無による遊びの動作の違い
　遊具がない江津湖公園では，橋や電柱等において，
遊具と似た遊びの動作をする幼児の姿がいくつか観察
された．
　柵ではブランコの柵や鉄棒と構成が見ていることか
ら，「ぶら下がる」遊びが同様に発生している．
　さらに，電柱では「回る→叩く→もたれかかる」と
遊びが連続している．回る遊びは電柱につかまって眩
暈の感覚を楽しんでいるようであった．他にも電柱に
おいては，ぼーっとする，寝転がるなどの「休憩」や

「跳ぶ遊び」，「蹴る遊び」が発生していた．いずれも
幼児が電柱に興味をもって多様な遊びを行っていた．
　このことから，遊具がなくても，身近なものを遊具
に見立て，遊びが発生していることが確認できた．し
かし，遊具のない公園では滑り台の下方から上る，ブ
ランコをこぐといった，より複雑な身体動作を伴う「乗
物遊び（固定遊具）」は見られなかった．遊具では複
雑な身体動作を伴う遊びが期待できる．
3.6　遊び相手と遊びの種類
　公園によって一緒に遊びに来ている相手として保護
者や兄弟が多い公園と，友人が多い公園があった．ど
の公園でも，一人で遊ぶ場合は「感覚遊び」や「散策」
等の比較的静かな遊びが多いが，遊び相手がいる場合
は「おしゃべり」等の伝達遊びや「走る」，「跳ぶ」等
の身体動作が多くみられた．また，保護者と遊びに来
ている幼児が多かった桜木公園を除くと，友人と遊ぶ
場合が最も多くの遊びが発生しており，「競技遊び」
や「鬼遊び」等の規則がある遊びも見られた．
3.7　他の子どもの影響による遊びの発生
　観察調査において，幼児の遊びの発生には公園に遊
びに来ている他の子どもの影響もみられた．桜木公園
では，隣の幼児をじっと見たり，同じ場所に移動した
りする姿や，シーソーで遊ぶ小学生を見た後，同じよ
うに遊ぶ姿も見られた．水玉公園のアスレチック遊具
では，パネルに上って話している小学生 2 人組に混
ざって遊ぼうとする姿が見られた．幼児にとって，異
年齢の子どもたちが遊ぶ姿が刺激となり自分の遊びに
影響するため，多くの年齢の子どもたちに向けた遊具
や空間があることが幼児の遊びを多様にすると考えら
れる．
3.8　動植物と遊び
　江津湖公園の水路では，魚を眺める動作から，捕ま

える，驚かすというように動作が変化していた．始め
は魚に向かって叫んでいたが，そのうち叫ぶこと自体
を楽しむように変わっていた．また，水玉公園の落葉
樹の下では落ち葉を一か所に集め，大量の落ち葉を
使ってお絵描きをしたり，動植物は，幼児の自由な発
想による遊びを生み出していた．
　樹の配置には，桜木公園を例に挙げると，公園の周
りを囲う樹木配置と，公園内部に点在する樹木配置が
ある．
　公園全体を囲うように配置された樹木では，どの公
園でも遊びが発生していなかったが，公園の内部に点
在する樹木ではどの公園でも遊びが発生しており，樹
の配置の違いで遊びが誘発されることが確認できた．
3.9　グランドにおける遊びの発生
　4 つの公園のグランドの面積とグランドで発生した
遊びの種類や遊びの動作の数については，直接的な関
係は見られなかった．地面の状況に着目すると，木の
枝や土などの要素が遊びの発生数に影響しており，特
に公園の砂や土は造形遊びを発生させていた．グラン
ドにおいて，遊具や樹木の他に切り株などの植物や土
や芝生等が遊びの要素になっていることが確認でき
た．
　桜木公園には老人施設が敷地内にあるが，施設の裏
を利用してかくれんぼをしたり，歩く姿が観察された．
この施設の周りには倉庫が並んでおり，人が通れるよ
うになっていた．倉庫や施設といった遊びの要素が点
在していることで多くの死角が発生していた．
3.10　ベンチの配置
　観察調査ではベンチ自体が遊びの要素にはなってい
なかったが，ベンチの配置によって周辺で遊びが発生
する様子は確認できた．4 つの公園の中で唯一グラン
ド全体にベンチが配置されている水玉公園では，1 人
で砂遊びやボール遊び等をする幼児を，一緒に来た大
人はベンチからその姿を見守っていた．ベンチに座る
大人は，幼児が遊具や出入口付近等，見守りが難しい
場所へ移動したとき以外はベンチで幼児の遊びを見
守っていた．
　幼児のそばで大人が何気なく見守ることができるベ
ンチは，幼児が安心して遊びを行うためには必要不可
欠である．桜木公園のベンチは，グランドの南側に 4
つまとめて配置されていたり，公園全体を見渡しづら
い老人施設の横に配置されており，見守りをしづらい
配置となっていた．

4．まとめ

　本研究では，幼児が遊ぶ場所や遊びの種類，その動
作に着目し，身近な公園で幼児の多様な遊びがどのよ
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うな場所で発生しているかを調査し，得られた結果を
もとに遊びの分類を行い，多様な遊びが体験できる公
園の空間構成について考察した．
4.1　遊具の有無と発生する遊びについて
　遊具の有無と発生する遊びの違いでは，遊具のある
公園では「乗物遊び（固定遊具）」に加えて身体動作
も発生していたが，遊具のない公園では身体動作のみ
であった．遊具のある公園では，単純なものから複雑
なものまでより多くの身体動作を伴う遊びができてい
た．連続する遊びの発生場所は 3 つの公園それぞれで
異なっていた．公園によっては，遊具より築山や砂場
の方が遊具より発生していた．滑り台は 3 つの公園に
あったがその形状や高さ，踊り場の大きさは異なり，
踊り場の面積が広いとアジト遊びなども発生し，アス
レチック遊具では多くの遊びの発生が確認できた．
　先行研究において，より多くの動作が揃う遊具を設
置している保育施設の方が幼児の「かがむ」「のぼる」
等の動作能力が高い傾向が見られた 4）ことからも，
身近な公園において，幼児期に単純な動作のものから
遊具を介した複雑な動作を伴う遊びまでができること
が望ましい．
4.2　動植物との遊びについて
　動物との関りでは，鳩がいる公園でほとんどの幼児
が鳩と関わる動作を行っていた．別の公園では，水路
に生息している小さな魚を介した動作が連続してお
り，生物との関わりから言語遊びもみられた．
　植物との関わりでは，落ち葉や木の枝等を「拾う」，

「踏む」等の遊びが全ての公園で発生していた．落葉
樹があると季節の変化に気づくという直接体験が可能
になる．また，どの公園でも樹木を叩く「感覚遊び」や，
樹木を利用してかくれんぼをする，樹木下でお絵描き
等の遊びが見られたことから，樹木は幼児の遊びを多
様にしていた．動植物を介した遊びは，幼児の自由な
発想による遊びを生み出し，幼児の豊かな感性を育む
ことに繋がると思われる．
4.3　幼児の遊びの多様性と公園の空間構成について
　幼児期の遊びでは，1 つ 1 つの遊びの種類や遊びの
動作が「運動」「言語」「感性」等の様々な発達と繋がっ
ているため，遊びをより多様にすることが重要である
と考える．そのため，公園内に，幼児が多様な体験が
できるよう遊びの要素を存在させることに加え，幼児
が移動しやすい距離に点在させることが多様な遊びに
つながる．また，幼児にとっては異年齢の子どもが遊
ぶ姿が刺激となるため，多くの年齢の子どもが遊べる

遊具や空間があることも重要である．加えて，同一校
区内にある公園でも空間構成は異なり，幼児が体験で
きる遊びも異なっていたことから，複数の公園をでき
る限り利用するようにする等の工夫も必要と考える．
　今後，幼児を公園に連れてくる保護者等に公園を選
んだ理由や公園での過ごし方に対する意見の聞き取り
調査を行うことで，保護者の視点から都市公園の活性
化に向けた課題を見出していきたい．
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